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令和７年 12 月末の 

削減割合は 35.2％（速報値） 

目標値 35％を達成 

令和７年度までの目標を達成！ 

さらなる不燃化を推進します！ 
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川崎市からのお知らせ 

川崎市 まちづくり局 市街地整備部 防災まちづくり推進課 電話：044-200-2731（直通） 

小田周辺地区の防災まちづくり 問合せ先 

-1- 

３ 月 

2026 

第 18 号 
小田・浅田の不燃化重点対策地区内の皆さま 

防 

密集市街地の改善に向けた取組について詳細は、

右記のホームページをご覧いただくか、下記の問合

せ先へご連絡ください。 

 https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000018027.html 

川崎市 不燃化 

コラム 2025 年大分市佐賀関の大規模火災 

令和 7 年 11 月 18 日、大分市佐賀関地区で起きた火災は、乾燥と強風のなか燃え広がり、

187 棟（うち全焼 164 棟）が焼損し、約 48,900 ㎡が焼失しました（詳細調査中）。 

不燃化重点対策地区である小田周

辺地区では、川崎市総合計画におい

て「大規模地震時の想定焼失棟数＊の

削減割合」（平成 21 年度川崎市地震

被害想定調査に対する削減割合）の

目標値を令和 7 年度までに 35％以上

削減することを目指して、老朽建築

物の解体除却や耐火性能を強化した

建替えなど、燃えにくい安全なまち

づくりを進めてきました。小田周辺

地区では、令和７年 12 月末に想定焼

失棟数削減割合が 35.2％（速報値

※）となり、目標を達成しました。 

想定焼失棟数削減の目標値と達成状況 

出典：第１回 大分市大規模火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会（令和 7 年 12 月 25 日） 資料１、資料３―２

現在策定作業中の「川崎市密集市街地における防災まちづくり推進計画（案）」では、

新たな目標値として、令和 6 年の現状値に対して令和 11 年に 30％、令和 15 年に

45％、令和 19 年に 60％の削減を目指しています。その実現のため、支援制度の見直

しや拡充を行い、燃え広がりにくいまちづくりを推進していきます。 

さらなる不燃化推進へ 

今後の 
支援内容は 
次ページへ 

見直し後の
補助制度に
よる支援 

佐賀関は、幅 4m 未満

の狭い道路が多く、大半

は老朽家屋で、木造・土

蔵造が多い地区という特

徴があります。火元から

隣接する南や北東の家屋

に延焼が始まり、北東か

ら南東にかけて飛び火と

考えられる焼損も複数あ

り、最終的には火元の東

方向に広く延焼したと報

告されています。 

そのなかでも、海側の

道路沿いに焼け残った建

物が確認されており、比

較的新しい建物やコンク

リート造建物が多かった

こと、建物除却後の空地

が点在したことなどが焼

け止まりに寄与したと考

えられています。 

写真２ 焼け止まりの空地や建物 写真１ 火元から東方向の状況 

 

〈条件〉 

・消火活動が行われない場合 

・出火後６時間の焼失棟数 

※算出過程では複数の出火家

屋を設定し、焼失棟数の平

均値を求めます。 

 ：未出火の木造・防火木造 

：燃焼中の木造、防火木造、準耐火造、耐火造 

：鎮火後の木造及び防火木造 

 

＊想定焼失棟数とは？ 
…１つの家から出火したときに

延焼して燃えてしまうと想定

される家屋の数です。 

←焼失棟数約 300 棟の例 

現行の補助制度による支援期間 
※集計中のため速報値としています 

※補助制度のページは現在更新作業中です。 

 

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000018027.html


老朽建築物を共同住宅等に建替える工事・設計に対する補助金⑤支援制度

補助対象者・項目・補助率
補助対象者…事業を行う土地所有者等の個人・法人（共同化の場合、地権者全員の同意を得た者も可）

パターン①
複数の土地所有者が
共同で建替える場合

共同化 建替え

土地の
有効利用が
できます

避難経路や緊急
車両の進入経路が
確保できます

敷地が狭い複数の
老朽木造住宅

老朽化した
共同住宅

新築の
共同住宅

接道が取れて
いない敷地

一体で建替えることで
接道が取れ、今後も
再建築が可能になります

パターン②
老朽化したアパートを

建替える場合

パターン③
接道が無い隣地を買い取って

建替える場合

耐用年数の２／３以上経過しているなどの老朽化した建築物（条件については要綱別表第１を参照）

共同住宅、長屋 戸建住宅

用途・形式

１００

階数
３階以上

階数
なし

用途・形式

〈個別建替え（隣地取得型）〉〈まちづくり建替え〉 〈個別建替え〉

・支援制度⑤は「川崎市密集住宅市街地整備促進事業補助要綱」に基づく制度です。補助金は予算の範囲内で交付します。　
・手続きは支援制度①②③と異なりますので、契約等の前に、お早めにご相談ください。

③

補助率補助の対象

塀・垣柵等の新設※3の工事費

塀・垣柵等の撤去の工事費※1
拡幅促進路線の道路拡幅工事に
対する補助金 上限30万円※2

上限30万円※2

拡幅促進路線の道路拡幅工事に対する補助金

・支援制度①②③は「川崎市住宅等不燃化推進事業補助金交付要綱」に基づく制度です。補助金は予算の範囲内で交付します。　

不燃化推進条例で規制対象となり、建築行為を行うことで、
同条例で求められる耐火性能を有する建築物となるもの

♦新築時の敷地面積は 100 ㎡以上 (緩和規定あり )

敷地を分割して
建替える場合

現敷地を分割せず、
そのまま使用する場合

準防火地域の対象例：階数が２階以下、延べ面積が500㎡以内
防火地域の対象例 ：階数が１階以下、延べ面積が��50㎡以内

補助対象となるかは、補助対象確認申請書により決定します。

延べ面積10㎡以下のものは除きます

補助対象者
建築主の個人

20万円
40万円
60万円
80万円
100万円
120万円
140万円

160万円
180万円
200万円
220万円
240万円
260万円

建築物の耐火性能強化工事（新築）に対する補助金

（ただし、延べ面積10㎡以下の小規模なものは除く）
①旧耐震基準(昭和56年5月31日以前に工事着工
　　　　　　�されたもの)
②2階建以下かつ延べ面積500㎡未満で、耐用年数を
　経過した木造又は鉄骨造の建築物
　(耐用年数…木造22年、鉄骨造34年)

補助金額

建物を所有する個人　又は所有者(個人)から承諾を得て除却を行う個人

※税抜きの金額です。

※

老朽建築物の除却工事に対する補助金

次のいずれかの要件を満たす建築物 次の算定方法のうち最も低い金額

-さらなる不燃化の推進のため、令和８年度から見直し・拡充した支援制度が始まります！-　見直しポイントは　　　　　　　をご参照ください。

★防災空地のためにお貸しいただける土地も引き続き募集しています。
　お気軽にお問合せください。

支援制度④

法人は
対象外に

法人は
対象外に

補助金額が
UP！

拡幅促進路線の
拡充

単独での建替えでも
使いやすい制度に

なりました
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